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技術・体育・生活科学編、28，1993，pp.31-73
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体育・生活科学編、29，1994，pp.23-53
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の墓のルネッサンスへの影響〔III〕14世紀ピサ、
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ツェ大聖堂のドナテッロ、ARS UNA日独芸術
学研究会報、1，1995，p.6
 
18)團 名保紀、ティーノ作皇帝ハインリッヒ七世
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pp.65-101
 
36)團 名保紀、フィリッポ・ブルネッレスキ作「初
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45)團 名保紀、木製胸像のドナテッロへの帰属、
並びにその作品解釈、東北芸術文化学会会報、
44，2006，pp.3-4
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48)團 名保紀、ドナテッロ作白彩色の木製胸像の
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フィレンツェ絵画、群馬大学教育学部紀要 芸
術・技術・体育・生活科学編、43，2008，pp.55-
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50)團 名保紀、新しく発見されたドナテッロ作木
彫の胸像について、アルス・ウナ芸術学会報、
9，2008，pp.3-4
 
51)團 名保紀、新発見：フィレンツェ期ティー
ノ・ディ・カマイーノの福音書記者半身像につ
いて、東北芸術文化学会会報、50，2008，pp.7-8
 
52)團 名保紀、フィレンツェ洗礼堂への新発見の
ティーノ作福音書記者ヨハネ半身像、芸術文化、
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53)團 名保紀、ティーノ作皇帝ハインリッヒ七世
の墓のルネッサンスへの影響〔XVII〕15世紀
フィレンツェ絵画―その 7－、群馬大学教育学
部紀要 芸術・技術・体育・生活科学編、44，
2009，pp.47-70
 
54)團 名保紀、イタリア都市の歴史的・文化的景
観―フィレンツェとピサのつながり―〔中の続
編：市庁舎前広場〕、芸術文化、14，2009，pp.53-
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55)團 名保紀、テラコッタとスタッコによるキリ
スト胸像の作者：ヴェッロッキオ、東北芸術文
化学会会報、51，2009，pp.6-7
 
56)團 名保紀、ティーノ作皇帝ハインリッヒ七世
の墓のルネッサンスへの影響〔XVIII〕15世紀
フィレンツェ絵画―その 8－、群馬大学教育学
部紀要 芸術・技術・体育・生活科学編、45，
2010，pp.13-37
 
57)Naoki Dan,Donatello,il Giosue?e un possible
 
prototipo. Un modello per il gigante, in
“Artedossier”，267，2010，pp.72-75
 
58)團 名保紀、新発見のプレデッラ画「墓におけ
るキリスト」とマサッチョへの帰属、東北芸術
文化学会会報、54，2010，pp.3-4
 
59)團 名保紀、新発見：ニコーラ・ピサーノ作フェ
デリコ二世の肖像、芸術文化、15，2010，pp.59-
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60)團 名保紀、ティーノ作皇帝ハインリッヒ七世
の墓のルネッサンスへの影響〔XIX〕15世紀
フィレンツェ絵画―その 9－、群馬大学教育学
部紀要 芸術・技術・体育・生活科学編、46，
2011，pp.21-51
 
61)團 名保紀、ドナテッロと赤ワイン、アートラ
イブラリー（日本彫刻会）、12，2011，pp.3-10
 
62)團 名保紀、新発見のニコーラ・ピサーノ作髭
のあるフリードリッヒ二世像、東北芸術文化学
会会報、56，2011，pp.10-11
 
63)團 名保紀、アンドレア・デル・ヴェッロッキ
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64)團 名保紀、ティーノ作皇帝ハインリッヒ七世
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66)團 名保紀、ティーノ作皇帝ハインリッヒ七世
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ヘルゲ・フォーゲル、平成 13年度広島市立大学
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夫、南 紳一、三好徹明、村上幹也、持谷靖子、
森村方子、山下明三、吉田富久一、吉永哲郎、
寄尾憲司、視点オピニオン 21〔シリーズ 2-2〕
建築・芸術・文化関係編、上毛新聞社 1999（全
269頁），pp.1-11（團 名保紀著、暮れ行くコロ
ンブス年、私の美術史研究、榛名山麓に住んで）
6)團 名保紀、2000年「大聖年」の開幕にイタリ
アから学ぶもの、東北芸術文化学会会報、19，
2000，pp.1-2
 
7)團 名保紀、ダンテの神秘とベアトリーチェ、
そして皇帝ハインリッヒ七世、群馬大学図書館
報 LINE、289，2003，pp.4-5
 
8)團 名保紀、ミラノ・国立ブレーラ美術学校の
招聘による「新発見のドナテッロ木彫作品に関
して」の講演会、東北芸術文化学会会報、46，
2007，p.3
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松 本 富 子
?著書>
松本富子 特集今・表現運動・ダンスの授業をどう
創るか「学校におけるダンス教育の変遷を辿る
―日本の文化的特質の中に萌芽し発展したダンス
の教育―」．体育科教育 60巻 2号，2012，10-13．
松本富子 「ダンス学習の目標」，「学習評価と評定」．
全国ダンス・表現運動授業研究会編『明日からト
ライ!ダンスの授業』．大修館書店，2011，136-139，
152-153．
松本富子・落合裕子 「私たちのゲルニカ」全国ダ
ンス・表現運動授業研究会編『明日からトライ!
ダンスの授業』．大修館書店，2011，120-121．
松本富子 「第 20講ダンス」杉山重利・高橋健夫・
園山和夫編「教師を目指す学生必携 保健体育科
教育法」．大修館書店，2009，84-87．
松本富子 指導者のためのQ&A「違いを生かして
学び合うようにするにはどうしたらよいでしょう
か？」．女子体育 51巻 12号，2009，58-59．
松本富子 論説「グループの力」―成果につながる
学習者相互の関わりを探る―．女子体育 50巻 9
号，2008，10-13．
松本富子 第 21回全日本高校・大学ダンスフェス
ティバル（神戸）参加発表部門全作品講評 1～15．
女子体育 50巻 11/12号，2008，46-48．
松本富子 特集 授業実践を振り返る―授業分析・
評価の視点「ダンスの授業を振り返る」．体育科教
育 55巻 7号，2007，34-37．
松本富子 とっておきのはなし「動くからだにみえ
たもの」．女子体育 49巻 1号，2007，56．
松本富子 理論・私の考えるダンス学習? ダンス
の教師教育アプローチ―実践的な学びの構想と展
開．女子体育大 49巻 9号，2007，56-57．
松本富子 特集 授業実践を振り返る―授業分析・
評価の視点「ダンスの授業を振り返る」．体育科教
育 55巻 7号，2007，34-37．
松本富子・斉藤久枝 表現学習へのヒント―生活科
や総合の学習と結んで―．女子体育 48巻 7・8号，
2006，60-63．
松本富子・小平まり クラスのみんなで大きな作品
を踊りあげる喜びの体験―掘り下げたイメージ世
界を共有する―．女子体育第 47巻 7・8号，2005，
70-73．
松本富子 ダンス学習論―ダンス学習における「仲
間との関わり」について．女子体育第 46巻 10号，
2004．
松本富子・奥井寿美子 表現の入り口と広がり（低
学年）．女子体育 46巻 7・8号，2004．
松本富子・林 敦子 踊る心が見える学習．
松本富子 ダンスの教師教育―子どもの目、教師の
目になって学ぶ―．女子体育 46巻 2号，2004，28-
29．
本村清人・戸田芳男編著 松本富子監修 新しい課
題に対応する中学校保健体育科の授業モデル 3
『現代的なリズムのダンス』」．明治図書，2003，
全 138頁．
松本富子 ダンス（表現運動）の授業を評価する．
高橋健夫編著『体育授業を観察評価する』．明和出
版，2003，20-23．
松本富子・山下昌江 ひとりでみんなで―課題をつ
なげやさしく発展．女子体育第 46巻 7・8号，2003，
17-18．
松本富子 ダンスのコミュニケーションから何が生
まれる．女子体育第 45巻 2号，2003，28-29．
落合裕子・齊藤久枝・松本富子 かかわりを工夫し
て友だちとダイナミックに表現しよう．女子体育
第 45巻 1号，2003，33-35．
松本富子・山下昌江 ひとりひとりが生き、みんな
が生きるグループ表現．女子体育 44巻 7・8号
2002，43-45．
松本富子 アメリカ・ダンス教育・ナウ．女子体育
第 44巻 3号，2002，8-11．
松本富子 「ダンス：1．学習指導要領改訂のポイン
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ト」「創作ダンスの授業：1．創作ダンスの特性と授
業の工夫」「3．準備運動と体ほぐしの運動」「5．自
発的学習を促進する工夫のポイント」「現代的なリ
ズムのダンスの授業：1．現代的なリズムのダンス
と特性と授業の工夫」「3．準備運動と体ほぐしの運
動」「5．自発的学習を促進する工夫のポイント」．
杉山重利・高橋健夫・園山和夫・細江文俊・本村
清人編『新学習指導要領による中学校体育の授業
（下）』．大修館書店，2001，227-229，230-231，
223-224，241，253-254，258-259，264．
松本富子・根岸郁夫・新井晶人 連載 心とからだ
の体育授業 ?かかわりの中で育つ表現学習」．体育
科教育第 49巻 10号，2001，64-67．
松本富子 「体ほぐしの運動」の趣旨を生かした基
本の運動．杉山重利他編著『小学校体育の授業第
4学年』．大修館書店，2000，29-35．
松本富子 「体ほぐしの運動」の趣旨を生かした基
本の運動．杉山重利他編著『小学校体育の授業第
1学年』．大修館書店，2000，24-29．
松本富子 「いろいろな歩の運動」，「リズミカルな
運動の例」，「コンタクトワーク」，「仲間との関わ
りを大切にした体ほぐし」，「ダンスの導入段階で
行う実践例」．高橋健夫編著『体育科教育別冊 体
ほぐしの運動』．大修館書店，2000，10-13，20-23，
92-97，128-131，147-148．
松本富子 「Gダンス」．本村清人・戸田芳雄編著『改
訂中学校学習指導要領の展開 保健体育編』．明治
図書，1999，183-190．
松本富子 「マイクロティーチングの考え方と実
際」，「表現運動・ダンスと学習指導」，「表現運動・
ダンスと学習指導」．杉山重夫・園山和夫編著『最
新体育科教育法』．大修館書店，1999，56-63，120-
125，210-211．
松本富子 Ⅰ.実践編「コンタクトワークによる体ほ
ぐしの実践」，「ダンスの導入段階で行う実践例」，
Ⅱ.理論編「仲間との関わりを大切にした体ほぐ
し」．中学校体育・スポーツ教育実践講座刊行会
『別冊 4体つくり運動』．大修館書店，1999，34-39，
40-46，64-73．
高橋健夫・松本富子・藤井喜一 「座談会体ほぐし
運動をどう授業に仕組むか」．体育科教育，大修館
書店，1999，16-25．
松本富子・長谷川聖修編著 第 1部ダンス．『小学校
子どもと楽しむ体育の授業―これは簡単!ダン
ス・フィットネス動きづくり』．学事出版，1998，
1-99，全 174頁．
松本富子 「単元構成の工夫」，「1時間の学習過程の
工夫」，「個を生かすグループ活動と学習活動の工
夫」，「新しい学力観に応じたダンスの評価」．中学
校体育・スポーツ教育実践講座刊行会『中学校体
育・スポーツ教育実践講座 第Ⅱ巻ダンス』．㈱ニ
チブン，1998，229-250．
松本富子 ダンスの課題学習の考え方と授業実践
中村敏雄・高橋健夫編 「戦後体育実践論」．創文企
画，1997，267-284．
松本富子 ダンスの学習内容論．竹田清彦・高橋健
夫・岡田美則編「体育科教育学の探究」．大修館書
店，1997，181-194．
松本富子 表現運動の教材づくり．高橋健夫編著『体
育の授業を創る』．大修館書店，1994，116-126．
松本富子 「ダンス」．『中学校体育実技』．学習研究
社，1994，193-212．
松本富子 「学習の成果をとらえる」，「発表会とコ
ミニケーション」，「授業と研究調査」．松本千代栄
監修・編著『ダンスの教育学 1』．徳間書店，1992，
240-248，251-252，271-283．
松本富子 「ナチュラルな動きをいかして『歩く―倒
れる』」，「自由課題で作品創り『ひとり―大勢―ひ
とり』」．松本千代栄監修・編著『ダンスの教育学
4』．徳間書店，1992，94-95，134-139．
松本富子 「ダンスクラブと上演」，「年間計画・練
習計画」，「デッサンをいかして」．松本千代栄監
修・編著『ダンスの教育学 5』．徳間書店，1992，
9，10-11，99-102．
松本富子 「ダンス・スケッチ―行事をとらえて―」，
「鑑賞と評価」，「作品創作のポイントから小作品
づくりへの単元」．松本千代栄監修・編著『ダンス
の教育学 3』．徳間書店，1992，46-47，186-189，
222-225．
松本富子 講義 15 ダンスの生涯教育―学習．舞踊
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研究会編『舞踊学講義』．大修館書店，1991，142-
151．
松本富子 「ダンス」．松本岩男編『中学校体育実技』．
学習研究社，1990，193-212．
松本富子・山田敦子 「ダンス」．松本岩男編『中学
校体育実技』．学習研究社，1986，267-291．
松本富子・山田敦子 「ダンス」．松本岩男編『中学
校体育実技・教授資料』．学習研究社，1986，51-56．
?翻訳>
松本富子 「初級チャレンジ 1～9」，「中級チャレン
ジ 14～2」．ダニエル・Ｗ・ミドウラ，ドナルド・
Ｒ・グローバー著・高橋健夫他翻訳『チャレンジ
運動による仲間づくり―楽しくできる体ほぐしの
運動』．大修館書店，2000，26-56，70-92．
?論文>
松本富子・宮川理恵・齋藤晴紀・岩木佑太・木暮亜
由美 学びを深める「集団マット」の単元学習．
群馬大学教育実践研究第 28号，群馬大学教育学部
附属学校教育臨床総合センター，2011，109-120．
松本富子 グループ創作場面における学習者相互の
「関わり」に関する事例研究―学習行動ならびに
個人の内的特性に着目した量的質的検討―．舞踊
教育学研究第 10号，2008，3-13．
松本富子 第 25回全国創作舞踊研究発表会シンポ
ジューム報告「舞踊教育の国際化における課題と
展望」．舞踊教育学研究第 9号，2007，34-35．
松本富子・南 裕子・杉崎智子 課題解決学習モデ
ルを適用した創作ダンス授業の検証―授業過程と
成果に関する量的質的分析を通して―．平成 16
～18年度科学研究費補助金基盤研究 C『ダンス領
域における課題解決学習の再評価』．成果報告書，
2007，5-18．
松本富子 表現学習における有効な課題解決過程の
検討―グループ成員の発話にみるコミュニケー
ションの特徴から―．平成 16～18年度科学研究費
補助金基盤研究 C『ダンス領域における課題解決
学習の再評価』．成果報告書，2007，29-37．
松本富子 グループ創作場面における学習者相互の
「関わり」に関する研究―個人の内的特性ならび
に学習行動に着目した量的質的検討―．平成 16
～18年度科学研究費補助金基盤研究 C『ダンス領
域における課題解決学習の再評価」．成果報告書，
2007：38-47．
松本富子・長屋友美・最上陽子 グループ創作場面
における課題解決過程に関する検討―小学校 1年
生にみる学習者相互の「関わり」について．平成
16～18年度科学研究費補助金基盤研究 C『ダンス
領域における課題解決学習の再評価』．成果報告
書，2007，48-66．
松本富子・斉藤久枝・佐藤弓子・落合裕子 学習者
相互のコミュニケーションを大切にした表現授業
の有効性．平成 16～18年度科学研究費補助金基盤
研究 C『ダンス領域における課題解決学習の再評
価』．成果報告書，2007，19-28．
松本富子・高橋美穂子 心身の健康からみた身体運
動の短期的長期的効果について―二次元気分尺度
法ならびに精神的健康パターン診断法を用いて
―．群馬大学教育実践研究第 23号，2006，121-
132．
松本富子・樋口佳子・齊藤久枝他 8名 ダンス・表
現運動学習における「関わり」に関する研究―児
童のコミュニケーション・スキルに注目して―．
平成 17年度ミズノスポーツ振興会助成研究報告
書，2006，1-16．
松本富子・真塩三津夫・土橋智美・小池直美・小川
真太郎 中学校体育授業における教育実習生の実
践的指導力について．群馬大学教育実践研究第 22
号，2005，165-180．
松本富子・樋口佳子・大谷 稔・齋藤久枝・竹内静
江・金子雪枝・小渕 誠 地域連携による新しい
教育内容への取り組み―教員研修プログラム「体
ほぐしの運動」の計画と実践―．群馬大学教育学
研究第 4号，2005，35-46．
松本富子 オハイオ州立大学にみる体育教師養成．
平成 13年度～平成 15年度科学研究費補助金（基
盤研究 B）研究成果報告書，高橋健夫『大学・大学
院における体育教師教育カリキュラム及び指導法
に関する研究』．2004，13-22．
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松本富子・松本奈緒・金子直子 「小学校における
『体ほぐしの運動』の授業に関する事例的研究
―教材のねらいを実現する指導方法の探求―」．群
馬大学教育実践研究第 21号，2004，173-194．
松本富子 アメリカにおけるダンス教員養成改革
―オハイオ州立大学ダンス学科における養成プロ
グラムを事例として―．舞踊教育学研究第 5号，
2003，27-38．
松本富子 教師教育に関する授業方法の改善―小学
校教育現場への出前授業・交換授業を通した実践
的授業の教育効果について―．平成 14年度授業方
法改善研究報告書．群馬大学大学教育センター，
2003，26-31．
松本富子・小林秀樹・新井利治・小川勇之助・小林
史尚・深田直宏・森高 弘・青木金雄・清水雅文・
高橋友美 教育実習生の実践的指導力について
―初めて実施した「体育」授業における指導行動
の分析から―．群馬大学教科教育学研究第 2号，
2003，45-67．
松本富子・橋 憲一・青柳智之・竹ノ内篤・高野光
江・原田佳幸・高松洋介 体育授業における学習
行動に関する事例的研究―技能水準上位児と下位
児の比較から―．群馬大学教科教育学研究第 1号，
2002，107-124．
松本富子・小松崎敏・金子道子・松本奈緒 小学校
における「体ほぐしの運動」の授業に関する事例
的研究～特に「気づき」と「交流」のねらいを実
現するための教材の探求～．体育科学第 30巻，
2001，115-126．
松本富子・仁井田千寿・金子直子 ダンス領域にお
ける実践的授業スタイルの導入と成果―感想文の
分析から―．群馬大学教育学部実践研究第 16号，
1999，55-174．
松本富子・高橋友美・伊藤直子・金子直子 表現運
動授業における有効な教師の相互作用について
―同一教材による授業の分析から―．群馬大学教
育学部実践研究第 15号，1998，31-143．
松本富子・金子直子・杉浦千尋・下田奈史・伊藤直
子・小林信二・高麗 敏・守田佐知子 体育授業
における個に応じた学習の成立について．群馬大
学教育学部実践研究第 15号，1998，115-130．
松本富子・林 聖子 体育授業における教師の有効
な相互作用について．群馬大学教育学部紀要芸
術・技術・体育・生活科学編第 32巻，1997，1-14．
松本富子・高橋健夫・長谷川悦示 子どもから見た
ダンス授業評価の構造―中学校創作ダンス授業に
対する評価の分析から―．スポーツ教育学 16巻 1
号，1996，47-54．
松本富子・中村なおみ 創作ダンスの授業における
有効な教師の相互作用行動について．群馬大学教
育実践研究第 12号，1995，121-131．
松本富子・石淵佳子 中学生・高校生の運動部活動
に対する意識構造について．群馬大学教育学部紀
要芸術・技術・体育・生活科学編第 30巻，1995，
59-174．
長谷川悦示・高橋健夫・浦井孝夫・松本富子 小学
校体育授業の形成的評価表及び診断基準作成の試
み．スポーツ教育学 14巻 2号，1995，91-101．
松本富子・茅野理子・畑野裕子・三浦弓杖・木村は
るみ ダンス指導実践に関わる現職教員の意識
―小学校を対象として―．日本教育大学協会全国
保健体育・保健研究部門平成 3・4・5年度全国舞
踊研究会プロジェクト研究報告書「大学専門教育
改善のための現職教員のダンス指導実践に関する
調査研究」．1994，19-22．
松本富子・神戸 周・国枝たか子 ダンス学習にお
ける選択制実施について―中学校・高校現職教員
への全国調査から―．群馬大学教育学部紀要芸
術・技術・体育・生活科学編第 29巻，1994，95-108．
松本富子・高橋和子・茅野理子・細川江利子・佐分
利育代・広兼志保・畑野裕子 現職教員のダンス
指導実践に影響を及ぼす要因の検討―大学時履修
経験が与える影響について―．舞踊学第 16号，
1994，12-23．
松本富子・高橋和子・茅野理子・細川江利子・佐分
利育代・広兼志保・畑野裕子 ダンス指導の現状
と充実への課題―全国小学校・中学校・高校現職
教員への意識調査から―．JADE CONFERREN-
CE PROCEEDINGS，1993，74-84．
松本富子・松本恵美 表現運動指導における課題と
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方策．群馬大学部実践研究第 9号，1992，125-147
松本富子 体育科教員養成に向けたプログラム改善
に関する研究．群馬大学教育学部紀要芸術・技術
編 25巻，1989，311-330．
松本富子・松木正忠・今泉貴博・須田裕明 体育・
スポーツにおける個人差の研究―ボールゲームの
行動分析から―．群馬大学教育学部紀要芸術・技
術編 25巻，1989，155-177．
松本富子・松木正忠・吉原 瑛 群馬大学教育学部
附属中学校における保健体育研究の動向につい
て．群馬大学教育実践研究 6号，1989，137-182．
松本富子・石淵 聡 榛名神社太太神楽研究．群馬
大学教育学部紀要芸術・技術編 24巻，1989，197-
211．
松本富子・桑原淳子 舞踊作品題名に関する研究
―中学生・高校生における舞踊主題とその選択傾
向について．群馬大学教育学部紀要芸術・技術編
23巻，1988，103-124．
?実技に関する業績>
指導・監督（群馬大学ダンス部全日本受賞成績）
日本女子体育連盟賞受賞「ライジング」 全日本
高校・大学ダンスフェスティバル（神戸）創作コ
ンクール部門，1990．
神戸市長賞受賞「心燃えさかる―地獄變より」
全日本高校・大学ダンスフェスティバル（神戸）
創作コンクール部門，1992．
特別賞受賞「蒼きときを駆ける」 全日本高校・大
学ダンスフェスティバル（神戸）創作コンクール
部門，1996．
?社会的活動>
平成 10年告示文部科学省中学校保健体育科学習指
導要領作成協力委員
文部科学省教科用図書検定審議会委員
文部省学校体育指導者実技講習会「ダンス・表現運
動」講師
文部科学省体力つくり研究指定校の指導助言（石川
県・群馬県）
各県女子体育連盟主催ダンス・表現運動実技講習会
講師（千葉県，群馬県，愛知県，徳島県，福島県，
神奈川県他）
各県教育委員会等主催体ほぐし運動講習会・講演講
師（群馬県，高知県，奈良県，新潟県，山梨県，
福島県他）
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